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授業を通して『ちびくろサンボ』問題を再考する	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抄録：絵本『ちびくろサンボ』の絶版問題については、1990 年前後に図書館界をはじめ	 
として、児童文学、出版、人権、教育、報道などの世界に関わるひとびとの間で、書籍・	 
論文・記事などが出版され、さまざまな議論が尽くされたともいえるが、その後 10 年	 
以上経ち、このことを知らない世代が増えてきたことを鑑み、図書館での対応を中心に	 
再考する。	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１．はじめに	 
	 「図書館情報学概論」の授業で図書館の
自由について取り扱うときには、さまざま
な事例が考えられるが、『ちびくろサンボ』
を一例として採り上げることが多いのでは
なかろうか。筆者は授業で、約 130 名の学
生に「この本を読んだ」あるいは「本につ
いて聞いたことがある」かどうかを尋ねた
ところ、約半数の学生が本自体の存在を知
らないと答えた。日本での当時の状況につ
いて絶版や図書館での対応などを説明し、
岩波書店版の『ちびくろサンボ』1)	 の読み
聞かせを見せた後、各自のコメントを自由
に記述して提出してもらった。 
	 この科目を履修している学生は、ほとん
どが授業開始前には各自が持参した本を出
して読んでいるほどの読書好きで、小さい
頃には読み聞かせをしてもらった体験の多
い学生であり、未来の図書館員を目指して 
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学んでいる。このような学生にしても、『ち 
びくろサンボ』にはあまり馴染みがない。
幼少期にこの本とかかわりがあったと書い
た学生は、たまたま家にあり読み聞かせを
してもらったという記憶があった。中には、
読み聞かせてもらうと同時に、絶版問題が
あったことについて親から聞かされたとい
う学生がいた。 
一昨年度、他大学で同様の経験をした。
その大学でも同科目を担当した時に、同じ
ように尋ねたところ、約 50 名クラスの学生
のうち全員が『ちびくろサンボ』を知らな
いということがあった。このクラスでは数
名のグループを作り、この問題だけでなく
授業で学んだことに関して、自分達の興味
のあるテーマについて、自らの大学図書館
で調べて次回に発表するという課題を出し
た。これに対して所蔵資料から『ちびくろ
サンボ』および関連図書を借りてきて発表
したグループがあり、他の学生は熱心に聞
き入っていた。 
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 二つの大学での経験に留まるが、彼(女)
らの年齢を考えると、『ちびくろサンボ』お
よび絶版に関する問題を知らなかった学生
が多いのは当たり前のことであろう。しか
しながら、将来図書館に勤務することを考
えると、授業だけでなく各自がこの問題を
再考してもらいたいと思うようになった。 
	 1990 年前後には、図書館界をはじめとし
て、児童文学、出版、人権、教育、報道な
どの世界に関わるひとびとの間で、書籍・
論文・記事などが出版され、さまざまな意
見が百出し、議論が尽くされたともいえる
が、その後 10 年以上経ち、新たに議論され
ることがほとんどない昨今であり、今後そ
のことを知らない世代が増えていくであろ
うことを鑑み、筆者は再度採り上げること
にした。 
 
２．原著者の絵本『ちびくろサンボ』作
成の動機  
原著者である Helen Bannerman（ヘレ
ン・バナマン）がどのようにしてこのお話
を作ったのかは諸説あるが、バナマンの娘
による証言は次の通りである。「ヘレン・バ
ナマンは娘たちを南インドの避暑地コダイ
の高原に送り届けて、マドラスにいる夫の
もとに帰る途中にこの話を作り、帰ってか
ら娘たちに手づくりの絵本を送ったという
のが事実であった。」2) 
 
３．絶版問題はどのようにして起こった
か  
	 『ちびくろサンボ』絶版問題は、アメリ
カ合衆国の新聞『ワシントンポスト』紙の
記事に端を発するとされている。1988 年 7
月 22 日に発行された同紙の記事には、日本
のデパートにあるマネキン人形やサンボと
いう名のキャラクター商品について紹介し、
アフリカ系アメリカ人（参考とした文献に
従って、以後黒人と記す）の特徴を誇張し
た古いステレオタイプであり、人種差別的
であると書かれていた。 
	 この当時、筆者が勤務していた、アメリ
カ合衆国の最新情報を提供する資料室にも
『ワシントンポスト』紙の記事を読みたい
というリクエストが連日のようにあった。 
	 その後、渡辺美智雄国会議員が「アメリ
カの黒人は破産してもアッケラカーのカー
だ」といった人種差別と受け取れるような
発言をしたことも報道された。これに対し
て、アメリカの黒人議員連盟が竹下登首相
に抗議文書を送付したのである。 
	 これを受けて、キャラクター商品を製造
していた企業は、その商品の製造・販売を
中止したとされている。各種報道により、
出版社がヘレン・バナマンのお話に基づく
絵本『ちびくろサンボ』の見直しを始めた。
堺市の「黒人差別をなくす会」が各出版社
に絶版を要請したことも影響を与えたと考
えられている。次々に出版社が絶版する中、
日本で最初の完訳版（ただし絵はバナマン
によるものではない）を発行した岩波書店
も絶版に踏み切った。3)	 この動きを受けて、
図書館界においても、『ちびくろサンボ』の
取り扱いが議論の的となる。 
 
４．『ちびくろサンボ』は人種差別の本
なのか  
	 このことを考えるときに、まずはイギリ
スおよびアメリカでの扱いについて触れな
ければならない。イギリスではバナマンの
原作本が出版されているのに対して、アメ
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リカでは当初バナマンの作が市場に出てい
たが、版権が切れるとさまざまな版が出回
った。その中には、南部諸州の奴隷のイメ
ージをことさらに強調したものやミンスト
レル・ショウと呼ばれる白人が黒人に扮し
た劇に登場する、わざと愚行を演じ、質が
高いとはいえない笑いを誘う登場人物の名
前が「サンボ」であったため、そのイメー
ジも相まって『ちびくろサンボ』は差別的
な本であると考えられている。イギリスお
よびアメリカでの扱いについては、児童文
学や出版関係者などによる複数の著書が書
かれているが、図書館関係者では、村岡和
彦が、イギリス・アメリカでの差別論の相
違や共通点に触れ、多文化の視点について
述べている。4)	   
	 1970 年代に入ると、ヘレン・バナマンの
本が人種差別的であるという批評を受けて、
『タイムズ』紙上でやり取りが行われ、息
子であるロバート・バナマンなどが返答し
ている。5) 
 
５．それまでの日本国内での扱い  
	 この『ワシントンポスト』紙の記事以降
のことが起こるまでは、日本国内では人種
差別であるかどうかについて話し合われる
ことはなかったのであろうか。 
	 『ちびくろサンボ』が日本で初めて紹介
されたのは、1907 年『東西お伽話』の中で
あった 6) が、1953 年に岩波書店版の初版
が発行されると、ロングセラーを記録した。
1965 年、石井桃子は、『子どもの図書館』
の中で『ちびくろサンボ』について、「この
話は、私には、ほとんど完全無欠なものに
思え、よくも、一人の個人がこれだけのも
のを創作し得たとおどろかされるのです。」
7)	 と評価している。ただし、石井はバナマ
ンの原著について述べている。バナマンの
絵と石井の日本語訳を載せ、子どもたちを
ひきつけたお話として「残念なことに、日
本語になっている『ちびくろさんぼ』は、
この本で示した形の本ではありません」8)	 
と書いている。 
	 しかし、今井美都子によると、この石井
の著作の「翌年から、読者からの強い支持
に反して、児童文学の専門家たちの間では、
「サンボ」批判がはじまった。」9)	  
	 このように、日本でもすでに児童文学界
では人種差別に当たるかどうかの議論が行
われていたが、出版界や図書館界において
は目立った動きはなかった。 
 
６．絶版後の『ちびくろサンボ』に対す
る出版界の復刊の動き  
日本では長い間、『ちびくろサンボ』の翻
訳としての異種版は多くあったが、イギリ
スの原書版の翻訳版は、絶版問題当時には
また出版されていなかった。その後、数社
から『ちびくろサンボ』は復刊されたが、
1999 年に出版された『ちびくろさんぼのお
はなし』10)	 がバナマンのオリジナルの翻訳
版である。 
バナマンによる絵のついた原作は、たと
えば、『さよならサンボ』11)	 で見ることが
できる。初版『ちびくろサンボの物語』（1899
年刊、ヘレン・バナマン作）としてグラン
ト・リチャーズ出版のシリーズ  The 
Dumpy Books for Children の初版本の写
真が掲載されている。 
	 その他には、絶版を惜しんで自費出版さ
れた本 12)	 、岩波書店版を問うという形で
再び他の出版社から出版された本 13)	 、男
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の子を犬に代えて出版した本 14)	 、インド
の背景を強調した本 15)	 や黒人画家が描い
た本の翻訳版 16)	 などが出されている。 
 
７．図書館での対応  
図書館により、『ちびくろサンボ』に対し
て様々な対応が見られたが、酒井信が、当
時の複数の新聞記事から「絶版に対する図
書館の反応」として数例挙げている。17)	  
酒井の列挙した各図書館の対応を見ると、
１）現状維持 ２）利用制限 ３）利用不可
の三つに分けられるのではなかろうか。 
１）	 現状維持 
現状維持、すなわち、児童書架にそのま
ま排架している図書館である。館内で話し
合った結果、子どもの権利と読む自由につ
いて考えると、この決断になるであろう。
「図書館の自由宣言」には、「年齢によって
差別しない」ということをうたっており、
前文５．に書かれている。18)	  
２）	 利用制限 
何らかの「利用制限」を行った図書館で
ある。新聞記事など関連資料をつけて児童
書架から成人書架へ移管して提供するなど
している。 
この場合、利用者が検討するための材料
としての資料を『ちびくろサンボ』と共に
排架し、利用者に判断を委ねること自体は
必要な対応と評価できるであろう。しかし、
この本の対象となる読者は主に子どもであ
り、特に低年齢層の子どもが成人書架へ行
くのか、また検討資料を判断できるのかに
ついては議論の余地がある。 
また、図書館によっては利用目的を確認
した上で本を提供したところもあったよう
だが、利用者が閲覧する本の目的を図書館
員が尋ねるのは明らかに問題であろう。 
３）	 利用不可 
焚書など廃棄処分にした図書館、閉架に
して利用できないようにした図書館がある。
長野県での公的な機関による、廃棄処分依
頼は最も注目を集めた例である。図書館界
からこれに対してさまざまな声が上がった
が、たとえば、図書館問題研究会長野支部
の対応は次の通りであった。 
「長野市および長野市教育委員会が、
1990 年 10 月末から 11 月上旬にかけて、市
内の学校、保育園、幼稚園、公民館、図書
館に対し、『ちびくろサンボ』の絵本・紙芝
居などを廃棄するように文書で依頼、さら
に園児の家庭で所有するものについても廃
棄処分するように求めた。発端はアニメ映
画会で「サンボ」が予定され、部落解放同
盟長野連合会が抗議したことに始まる。図
書館問題研究会などからの批判を受けて、
市は 12 月 1 日「指導方法に行き過ぎがあっ
た」と依頼文書を撤回した。」19) 
 
８．「図書館の自由に関する宣言」との
関連  
前項の図書館の対応について、「図書館の
自由に関する宣言」20)との関連を見ておき
たい。この本の場合、人種差別をめぐって
問題となったケースであるから、第２ １．
（１）に関連する。また、図書館の資料の
保存の責務にも関連するので、第２ ２．の
問題でもある。さらに、児童書であること
から、前文５．年齢による差別にも関連す
る。 
	 「図書館の自由に関する宣言」について
は、さまざまな資料集等に掲載されている
が、日本図書館協会のホームページより一
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部をそのまま抜粋し、本稿の最後に資料と
して転記する。 
 
９．図書館での積極的な対応例  
これまで見てきたように、図書館によっ
てさまざまな対応があったが、例えば、日
野市立図書館の「そのまま開架書架に出し
ておく、何部かは、保存資料として残す。
館報で特集号をくみ、更に、資料集を作成」
21)	 や藤沢総合市民図書館の「提供・保存を
続け、館報でとりあげ、利用者に意見を寄
せてもらうよう、呼びかけている」22)	 など
利用者が積極的に議論に参加できるように
促したことは評価すべきである。 
	 また、日本図書館協会自由に関する調査
委員会関東地区小委員会では、「ちびくろサ
ンボ」問題を考えるシンポジウムを開催 23)	 
し、図書館関係者のみならず、一般の参加
を含めて話し合いの機会を設けた。単に『ち
びくろサンボ』の絵本をとりあげるのでは
なく、問題の本質を考えてもらうような意
見交換の場となった。 
	 問題の本質を考えてもらう例としては、
他には、人種・民族に関する例ではないが、
児童図書の提供制限について 1976 年の名
古屋市図書館における「ピノキオ」事件を
あげることができよう。24)	  
	 学校図書館に対して、親が蔵書から取り
除くように要求する例があり、諸外国では
裁判となることがある。川崎良孝が、絵本
『キューバ訪問』に関する事件について論
じている。25)	  
 
10．結論  
	 各報道により、ただちに利用制限が行わ
れたり、十分な話し合いのないまま、焚書
されたりという残念な図書館の例があった。
図書館としての自主的な判断や図書館内外
での十分な論議、また資料の提供を通して
の利用者や住民による評価への参加が不可
欠である。諸外国での評価をそのまま受け
入れるのではなく、日本社会としての判断
が求められるであろう。今回とりあげた『ち
びくろサンボ』だけが問題となるのではな
く、社会の変動・時代の変化に従って、利
用者が再評価・再検討を加えるべき資料を
図書館は収集・保存していかなければなら
ない。 
図書館の立場としては、各々の本が差別
を助長するかどうかということを判定すべ
きでないのはいうまでもなく、本の評価は
利用者、ひいては社会の人々が決めていく
ものである。日本国内でのこの本に対する
評価が時代で変化していることから、その
時々の考え方で図書館がその本をアクセス
できないようにするという立場をとっては
ならない。 
	 現在、同じ図書館であっても、絶版問題
当時の対応とは変わってきているところも
あるのではなかろうか。今回、筆者が訪ね
た複数の公共図書館では、『ちびくろサンボ』
に関してはいずれの場合もOPACでは検索
できるが、復刊本や関連本を含めてすべて
閉架になっており、もし本の存在を知らな
ければ、成人用本棚の児童文学に関する本
の中に一部記述を読む程度になろう。 
『ちびくろサンボ』は児童書であること
から、図書館で本を選んで読み聞かせるの
は大人である場合が多いかも知れないが、
子どもにもアクセスできることが望ましい。
この本だけでなく、問題とされる点のある
本に十分に配慮しながら、提供し続けると
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いう図書館としての姿勢にこれからも期待
したい。 
 
11．南  徹さんを偲んで  
南 徹さんは、穏やかな笑顔が大変印象的
で、北先生との集まりで同席させていただ
いた時には、いつも温かなお人柄が伝わっ
てくる方でした。まだまだお若いのに非常
に残念でなりません。 
以前に電子書籍に関する拙著に、参考文
献として、南さんの「米国の書店チェーン
倒産による読書環境の変化と日本の電子書
籍ビジネス―ボーダーズの閉店に遭遇して
―.Journal of Informatics. 2011, 8(2), p. 
23-31.」を掲載させていただいたことがあ
ります。甚だ稚拙で恐縮ではございますが、
今回は南さんを偲んで本稿を献上いたしま
す。 
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資料：  
図書館の自由に関する宣言 
  	 	 １９５４ 	 採	 択 
  	 	 １９７９ 	 改	 訂 
	 図書館は、基本的人権のひとつとして
知る自由をもつ国民に、資料と施設を提
供することをもっとも重要な任務とす
る。  
＜中略、前文＞ 
5.	 すべての国民は、図書館利用に公平な
権利をもっており、人種、信条、性別、年
齢やそのおかれている条件等によっていか
なる差別もあってはならない。 
 外国人も、その権利は保障される。 
＜中略＞ 
第２	 図書館は資料提供の自由を有す
る  
1.	 国民の知る自由を保障するため、すべ
ての図書館資料は、原則として国民の自由
な利用に供されるべきである。 
 図書館は、正当な理由がないかぎり、ある
種の資料を特別扱いしたり、資料の内容に
手を加えたり、書架から撤去したり、廃棄
したりはしない。 
 提供の自由は、次の場合にかぎって制限さ
れることがある。これらの制限は、極力限
定して適用し、時期を経て再検討されるべ
きものである。 
（１）	 人権またはプライバシーを侵害す
るもの 
＜中略、第２＞ 
2.	 図書館は、将来にわたる利用に備える
ため、資料を保存する責任を負う。図書館
の保存する資料は、一時的な社会的要請、
個人・組織・団体からの圧力や干渉によっ
て廃棄されることはない。 
＜後略＞ 
 
 （１９７９．５．３０	 総会決議） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
